［別紙３］
指摘事項回答書作成要領
１．専門委員会及び実験立会や施工現場調査等における審査内容記録のため、指摘事項回答書を下記記載例に基づき作成してください。
２．作成部数は、委員数に事務局分1部を足した数とし、次回委員会開催時に、追加・修正資料と共に提出してください。
３．原則として、次回委員会の最初に指摘事項回答書(案)の確認を行いますので、指摘事項回答書(案)の内容の説明をお願いします。
４．指摘事項回答書は、審査証明終了後作成する「最終版」に(案)を削除した形で添付してください。
【記載例】
<審査証明事業>

指摘事項回答書(案)
	第〇回

○○○○専門委員会
	日時
	令和　年　月　日（　）

○○：○○～○○：○○


	場所
	一般財団法人建築保全センター

会議室
	出席者

	委

　員
	

	件名
	（申込技術の名称を記入してください。）


	
	依頼者
	

	提出資料
	１－１　指摘事項回答書

１－２　○○○に関する資料

・・・・・・・・・・
	
	事務局
	

	指摘及び検討事項（質問等を含む）
	回答及び処置
	資料掲載頁

	①・・・・・・・

②・・・・・・・

· 内容ごとに番号を振ってください。

· 具体的に文章（口頭でもよい）で書いてください。
	①・・・・・・・

・・・・・・・・・・

②・・・・・・・

●回答は全ての指摘に対してお願いします。　


	○○○資料

３－４　Ｐ．○
●どの資料のどこを見ればよいか分かるように記入してください。



